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山 口 河 川 国 道 事 務 所

令和３年度の予算概要 山 陰 西 部 国 道 事 務 所

宇部港湾・空港整備事務所

 《令和３年度の主な事業概要》 
○河川事業 

・佐波
さ ば

川
がわ

一般河川改修事業は、鈴
すず

屋
や

地先において堤防整備に伴う睦
むつ

美
み

橋の架

け替え等を実施します。 

・佐波
さ ば

川
がわ

総合水系環境整備事業は、整備予定エリアにおいて、護岸等の整備を

行います。 

○道路事業 

・山陰道 益田
ま す だ

・田万川
た ま が わ

道路は、令和３年度に新規事業として調査設計に着手し

ます。 

・山陰道 大井
お お い

・萩
はぎ

道路は、令和３年度に新規事業として調査設計に着手しま

す。 

・一般国道２号勝間
か つ ま

地区歩道整工事は、令和３年度に新規事業として調査設計

に着手します。 

○港湾事業 

・徳山
とくやま

下松港
くだまつこう

国際物流ターミナル整備事業は、下松地区桟橋（水深 19m）の本

体工事、徳山地区岸壁(水深 14m)の本体工事、航路（水深 14m）及び航路・

泊地(水深 14m)の浚渫工事、新南陽地区岸壁（水深 12m）の調査設計等を推

進します。 

・岩国港
いわくにこう

臨港道路整備事業は、臨港道路の橋梁下部・上部工事等を推進しま

す。 

・宇部港
う べ こ う

航路・泊地整備事業は、航路（水深 13m）の浚渫工事を推進します。 
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《令和３年度の予算概要》  

１． 配分方針 

（１）令和３年度国土交通省関係予算については、「国民の安全・安心の確保」、「持続的な経済成 

長の実現」、「豊かで活力ある地方の形成と多核連携型の国づくり」を３本柱として、令和２年度

第３次補正予算と合わせて切れ目なく取組を進め、施策効果の早期発現を図る方針としたところ

です。特に平成３０年７月豪雨や令和２年７月豪雨など大規模自然災害等からの復旧・復興等を

着実に進めるとともに、「防災・減災、国土強靱化のための５か年加速化対策」を計画的に進め、

あらゆる関係者により流域全体で行う「流域治水」の推進、将来を見据えた戦略的なインフラ老

朽化対策、サプライチェーン等を強化する交通ネットワーク整備等に取り組み、防災・減災が主

流となる安全・安心な社会を構築することとしています。 

（２）また、ウィズコロナにおける感染症拡大防止と社会経済活動の両立を図りながら、持続的な 

経済成長に向け、産業の競争力強化等に資する社会資本の重点整備、インフラ・物流分野等の 

デジタルトランスフォーメーション、海事・港湾分野等のカーボンニートラルの実現を積極的に進 

めます。 

（３）さらに、豊かで活力ある地方を創るために、二拠点居住やワーケーションなどの住生活環境の 

充実、次世代モビリティの普及、コンパクトで歩いて暮らせるゆとりとにぎわいあるまちづくりを進 

めていきます。 

（４）以上のような点を踏まえ、一般公共事業等予算の配分に当たっては、 

 ・あらゆる関係者により流域全体で行う「流域治水」や集中豪雨に対応した総合的な土砂災害対 

策の推進 

 ・将来を見据えたインフラ老朽化対策の推進 

 ・地域における総合的な防災・減災対策、老朽化対策等に対する集中的支援 

（防災・安全交付金） 

・効率的な物流ネットワークの強化 

・国際バルク戦略港湾の機能強化 

・成長の基盤となる社会資本整備の総合的支援（社会資本整備総合交付金） 

・コンパクトで歩いて暮らせるゆとりとにぎわいあるまちづくりの推進 

・地域・拠点の連携を促す道路ネットワークの整備等 

・多様な世帯が安心して暮らすことができる住宅セーフティネット機能の強化 

 などについて、地域の実情や要望、事業の必要性や緊急性に基づき、配分を行います。 

また、山口河川国道事務所、山陰西部国道事務所及び宇部港湾・空港整備事務所は以上の方

針を念頭に置き、山口県の県づくりを積極的に支援するため、各種事業を推進します。
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 ２．事業概要

１）山口河川国道事務所 

事業費総括表 

事業科目 令和3年度 令和2年度 対前年度比
河川関係
　　一般河川改修事業 573 396 1.45
    総合水系環境整備事業 22 30 0.73
　　　　小　　計 595 426 1.40
道路関係
　　改築 2,945 3,750 0.79
　　交通安全(Ⅰ種事業） 1,360 1,195 1.14
　　電線共同溝 670 415 1.61
　　　　小　　計 4,975 5,360 0.93

事　　務　　所　　計 5,570 5,786 0.96

　(単位：百万円)

     注．事業費はいずれも年度当初予算額である。 

        改築は、「岩国・大竹道路」（広島県分）は含まれていない。 

一般河川改修事業は、小瀬川（山口県分）は含まれていない  

維持管理に関する予算は含まれていない。 

２）山陰西部国道事務所 

事業費総括表 

事業科目 令和3年度 令和2年度 対前年度比
道路関係
　　改築 6,745 5,675 1.19

事　　務　　所　　計 6,745 5,675 1.19

　(単位：百万円)

     注．事業費はいずれも年度当初予算額である。 

        改築は、「益田・田万川道路」（島根県分）を含んでいる。 

３）宇部港湾・空港整備事務所 

事業費総括表 

事業科目 令和3年度 令和2年度 対前年度比
港湾関係
　　【国際拠点港湾】
　　　　徳山下松港 3,540 5,420 0.65
　　【重要港湾】
　　　　岩国港 764 1,000 0.76
　　　　宇部港 1,000 900 1.11
　　【地方港湾】
　　　　油谷港 120 120 1.00

事　　務　　所　　計 5,424 7,440 0.73

　(単位：百万円)

注．下関市域分は含まれていない。 

事業費はいずれも年度当初予算である。 
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＜道路調査の流れ＞

都市計画・環境アセスメントを進めるための調査

概略ルート・構造の検討（計画段階評価を進めるための調査）

山口県・福岡県 下関北九州道路
しものせききたきゅうしゅう

山口県 山陰道 三隅～長門
み す み な が と

下関北九州道路については、計画の具体化に向け、山口県及び福岡県等の関係自治体と

協力しつつ、都市計画・環境アセスメントを進めるための調査を実施します。

下関都市圏及びその周辺部については、広域的な幹線道路ネットワークの機能強化等に係

る調査を実施します。

その他の未整備区間についても、当該地域の交通状況、社会経済状況や道路網の課題等

を調査し、優先区間の検討や地域の道路網の中での必要性・整備効果の整理等を進めます。

また、渋滞や交通安全など、地域における道路交通に関する課題、サービスレベルを把握

するためのデータ収集・分析等を行うとともに、路線の必要性、緊急性、妥当性に関する基礎

的な調査を実施します。

しものせききたきゅうしゅう

令和３年度の道路調査の見通しについて（ネットワーク）

個別路線の事業化に向けて、ルート・構造検討に係る調査等を進めます。
主な調査箇所は、下記の通りです。

【主な調査箇所】
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４．主要な施策、事業の概要 

１）河川事業   

事業名 令和３年度の概要 備考 

佐波
さ ば

川
がわ

一般河川改修事業 

奈美
な み

地区堤防パワーアップ対策事業

鈴
すず

屋
や

地先において堤防整備に伴う睦
むつ

美
み

橋の 

架け替え等を実施します。 
資料- 1 

佐波
さ ば

川
がわ

総合水系環境整備事業 

佐波川の利活用促進を図る水辺整備 

整備予定エリアにおいて、護岸等の整備を行い 

ます。 
資料- 2 

２）道路事業   

事業名 令和３年度の概要 備考 

一般国道２号 

岩国
いわくに

・大竹
おおたけ

道路 
調査設計、改良工事等を推進します。 資料- 3 

一般国道２号 

富
との

海
み

拡幅 

令和７年度の開通に向けて改良工事を推進し 

ます。 
資料- 4 

一般国道１８８号 

藤生
ふじゅう

長野
な が の

バイパス 
調査設計を推進します。 資料- 5 

一般国道１８８号 

柳井
や な い

・平生
ひ ら お

バイパス 
調査設計を推進します。 資料- 6 

山陰道 

益田
ま す だ

・田万川
た ま が わ

道路 
調査設計に着手します。 資料- 7 

山陰道 

大井
お お い

・萩
はぎ

道路 
調査設計に着手します。 資料- 8 

山陰道 

俵山
たわらやま

・豊田
と よ た

道路 

用地買収、改良工事、橋梁下部工事等を推進 

します。 
資料- 9 

一般国道１９１号 

木
き

与
よ

防災 

改良工事、橋梁下部工事、トンネル工事等を 

推進します。 
資料- 10 

一般国道２号 

勝間
か つ ま

地区歩道整備 
調査設計に着手します。 資料- 11 

一般国道１９０号 

日の出
ひ の で

電線共同溝 
本体工事を推進します。 資料- 12 

下関
しものせき

北九州
きたきゅうしゅう

道路 
関係自治体と協力しつつ、都市計画・環境アセス 

メントを進めるための調査に着手します。 
資料- 13 

トラック・バス渋滞ポイントにおける 

対策 
一般国道２号錦

にし

見
み

交差点において渋滞対策を 

実施します。 
資料- 14 

３）港湾事業 

事業名 令和３年度の概要 備考 

国際拠点港湾 徳山
とくやま

下松
くだまつ

港
こう

国際物流ターミナル整備事業 

桟橋本体工事、岸壁本体工事、浚渫工事、調査 

設計等を推進します。 
資料- 15 

重要港湾 

岩国
いわくに

港
こう

臨港道路整備事業 
橋梁下部・上部工事等を推進します。 資料- 16 

重要港湾 

宇部
う べ

港
こう

航路・泊地整備事業 
浚渫工事を推進します。 資料- 17 
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見島

相島 大島

角島

蓋井島

笠戸島

大津島六連島

彦島

黒髪島

祝島

八島

浮島

牛島

向島

長島
平郡島

屋 代 島

青海島

川
錦

川津今

川瀬小

油谷湾
仙崎湾深川湾

徳山湾

笠戸湾
峡海門関

冠山
1339

1109

1066
1004

989

734

924

685

742

616

羅漢山

平家ヶ岳

莇ヶ岳

石ヶ岳

十種ヶ峰

嘉納山

西鳳翩山
東鳳翩山

狗留孫山

高山岬

川尻岬

宇部岬

神田岬

川施布田
川
田
島

川松末

夜市川

佐波川川
野
椹

有帆川厚狭川

川
屋
木

粟野川

掛淵川 深川川 三隅川

阿武川

大井川

田万川

山陽自動車道

道
車

動
自

国
中

JR山陽新幹線

線本陽山RJ

J R岩徳線

線
部

宇RJ

線
祢

美
R

J

線
田

野
小RJ

線
口

山RJ
線

本
陰

山RJ

山口宇部空港

山口JCT

瀬戸内海国立公園

北長門海岸国定公園

秋吉台国定公園

島地川ダム

弥栄ダム

岩国港

徳山下松港

宇部港

小野田港
三田尻中関港

厚東川

西中国山地国定公園

下関港

油谷港

県

事

事

小郡JCT

下関JCT

主要事業箇所【山口県】

一般国道１８８号

藤生長野バイパス

一般国道２号

勝間地区歩道整備

凡 例

事業名 河 川 事 業

事業名 道 路 事 業

事業名 港湾・空港事業

山陰道

俵山・豊田道路
たわらやま とよた

佐波川総合水系

環境整備事業

佐波川一般河川改修事業

一般国道２号

富海拡幅
とのみ

徳山下松港

国際物流ターミナル整備事業

とくやま くだまつ

宇部港

航路・泊地整備事業

う べ

一般国道１９１号

木与防災

岩国港

臨港道路整備事業

いわくに

一般国道２号

岩国・大竹道路
R3年度新規事業化

かつま

ふじゅう ながの

き よ

いわくに おおたけ

さばがわ

さばがわ

一般国道１８８号

柳井・平生バイパス
やない ひらお

山陰道

益田・田万川道路
ますだ たまがわ

山陰道

大井・萩道路
おおい はぎ

R3年度新規事業化

R3年度新規事業化

一般国道190号

日の出電線共同溝
ひので
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佐波川河川改修事業 事業費５７３百万円

～奈美地区堤防パワーアップ対策事業～

資料ｰ1

事業推進

４．期待される整備効果

１．事業の必要性及び概要

２．事業箇所

山口県防府市鈴屋地先

３．令和３年度予定事業内容

さ ば がわ

広島県

岡山県

鳥取県

島根県

山口県

事業箇所

＜H21.7月洪水浸水状況＞

整備イメージ

防府市鈴屋地先は、堤防がない箇所や堤防の高さや幅が不足している箇所が存在しており、昭

和４７年７月に発生した戦後第２位の洪水や、平成２１年７月洪水により、家屋の浸水被害が発生し

ています。

このため、平成３０年７月豪雨等の近年の災害を踏まえ実施した重要インフラの緊急点検結果に

基づき、「奈美地区堤防パワーアップ対策事業」として、堤防整備や橋梁の架け替え等を集中的に

推進し、地域の安全性の向上を図ります。

堤防整備に伴う睦美橋の架け替え等を実施します。
むつみ

堤防整備等を実施することで、事業完了後に河川整備計画の目標である昭和４７年７月洪水（戦後
第２位の洪水）が再び発生した場合において、周辺地域の家屋浸水被害が防止されます。

すずや

な み 佐波川水系全体

堤防整備

ほ うふ し

橋梁の架け替え状況（R3.1撮影）

佐波川 →

橋台２基、橋脚３基、上部工完成

すずやほ うふ し
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佐波川総合水系環境整備事業
～佐波川の利活用促進を図る水辺整備～

さ ば が わ

防府市では、佐波川や歴史的な街道を「重要景観軸」と位置づけ、それらを介した地域や人とのつな
がりの形成を進めており、佐波川を訪れる方への案内看板や休憩施設等を設置する予定としています。
国土交通省も防府市と連携して、河川管理用通路や彩り豊かな植栽を整備し、 佐波川自転車道等と

結ぶことで、散策やサイクリング等の利用を促進するとともに、高水敷等の整備により、水辺利用の促
進を図ります。

広島県

岡山県

鳥取県

島根県

山口県

事業箇所

１．事業の必要性及び概要

２．事業箇所

３．令和３年度予定事業内容

４．期待される整備効果

山口県防府市新橋町地先外

護岸整備、高水敷整備、河道整正を実施します。

資料－2

しんばしちょう

新たな河川管理用通路や高水敷、植栽等を整備することで、散策やサイクリング等の利用者の増
加や水辺利用の促進が期待されます。

～主な整備内容（国）～

事業費２２百万円

河川管理用通路と植栽の整備イメージ

親水護岸と河道整正の整備イメージ

高水敷整備後の利用イメージ
佐波川自転車道の利用状況河川管理用通路の利用状況

～施設の利用状況～

ほうふし

植松八幡宮

河川管理用通路

階段整備

護岸整備

高水敷整備
河道整正

階段整備

二六台
古墳●

防府天満宮●
階段整備

完成予定
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一般国道２号岩国・大竹道路は、交通混雑の緩和及び交通

安全の確保、広島県と山口県の広域的な連携・交流を目的と

した、広島県大竹市小方一丁目から山口県岩国市山手町に

至る延長９．８ｋｍの道路です。

一般国道２号 岩国・大竹道路

しものせききた

いわくに おおたけ

事業箇所

広島県

岡山県

鳥取県

島根県

山口県

位置図

期待される整備効果
●所要時間の短縮

広島方面から岩国錦帯橋空港への定時性および利便性の向上が期待されます。

現況状況

岩国新港地区（渋滞状況）

至下関市

現道状況

信号交差点が連続する

大竹市街の道路状況

１．事業の必要性及び概要

２．事業箇所

３．令和３年度予定事業内容

広島県大竹市小方一町目～山口県岩国市山手町
いわくに やまてまちひろしま おおたけ おがた

いわくに おおたけ

調査設計、改良工事等を推進します。

至下関市

事業推進

ひろしま おおたけ おがた いわくに やまてまち

岩

国

錦

帯

橋

空

港

大

竹

市

役

所

周

辺

【現況（混雑時）】

【現況（通常時）】

◇期待される道路の役割（効果） 定時性の向上

約30分

約20分時間差約10分

約15分

約15分

【整備後（混雑時）】

【整備後（非混雑時）】

※現況所要時間は民間プローブデータ（H25.4～H25.8平日）
整備後所要時間は岩国・大竹道路V=70km/h（起点～室の木IC）、
60km/h（室の木IC～山手IC）、H22道路交通センサス旅行速度で設定。

定

時

性

事業費２，９９０百万円
（広島県１，４５０百万円 山口県１，５４０百万円）

資料ｰ3

- 9 -



かせん

一般国道２号 富海拡幅 事業費７５５百万円
との み

事業推進

４．期待される整備効果

富海拡幅は山口県周南市～防府市間における交通混雑の

緩和を図るとともに交通事故の削減、地域経済の活性化を

目的とした延長３．６ｋｍの道路です。

広島県

岡山県

鳥取県

島根県

山口県

事業箇所

１．事業の必要性及び概要

２．事業箇所

山口県周南市戸田～防府市富海

３．令和３年度予定事業内容

令和７年度の開通に向けて、改良工事を推進します。

との み しゅうなん ほう ふ

しゅうなん へ た ほう ふ との み

令和７年度
開通予定

脆弱な大規模法面対策工事が順調に進捗した場合

E2E2 【写真①】 現在の改良工事進捗状況

（周南市方面から防府市方面を望む）

至 周南市

至 防府市街

至 防府市街

至 周南市

【写真②】 現在の改良工事進捗状況

（周南市方面から防府市街方面を望む）

■産業活動の活性化

○自動車製造業が主幹産業の防府

市には大手自動車メーカーの2工

場 を中心に関連事業所が数多く

集積し ており、令和元年度には

新たに産業 団地の造成が完了し

ています。

○富海拡幅の4車線化による利便

性 向上により、部品搬送の確実

性が 向上し、自動車製造業全体

の効率化支援が期待されます。

R3.2撮影

R3.2撮影

資料ｰ4
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事業推進

広島県

岡山県

鳥取県

島根県

山口県

事業箇所

１．事業の必要性及び概要

２．事業箇所

山口県岩国市藤生町～岩国市長野

３．令和３年度予定事業内容

調査設計を推進します。

かせん

一般国道１８８号 藤生長野バイパス 事業費５５０百万円
ふ じ ゅ う な が の

藤生長野バイパスは、交通事故の減少及び災害等に強い道路ネットワークを確保、岩国市付近の

工業団地と岩国港等とのアクセス性向上を目的とした延長７．６ｋｍの道路です。

ふじゅう ながの

ふじゅうまち ながの

４．期待される整備効果

いわくにいわくに

し と さかとうげ

至 柳井市

至 大竹市
（H28.5撮影）

発生日 発生時間 規制時間 事故類型

H26.7.27 15:54 0:51 出会い頭衝突

H26.12.11 18:10 0:43 正面衝突

H27.12.20 13:14 0:40 正面衝突

H28.5.23 21:26 2:38 正面衝突

H28.11.24 7:32 3:43 単独事故

H28.12.9 8:32 1:17 衝突事故

H29.3.4 19:29 0:53 歩行者と接触

H29.4.17 11:37 1:18 単独事故

H29.4.28 16:25 0:25 二輪車と接触

12:28合計

▲一般国道１８８号の通行止め事故発生状況（Ｈ２６以降）

▲写真 交通事故発生状況

○バイパス整備により、現道の渋滞緩和、事故減少、災害に強い道路ネットワークが確保され、住民生活

や物流活動を支援します。

事前通行規制区間
（越波）

凡例

：事故ゼロプラン危険箇所
：事故による通行止め箇所(H25-H29)
：平面線形不良箇所(R＜150m)
：縦断線形不良箇所(ｉ ＞5.0%) 
：信号

：主要渋滞箇所●●

N

ふ
じ
ゅ
う
な
が
の

資料ｰ5
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かせん

一般国道１８８号 柳井・平生バイパス 事業費１００百万円

４．期待される整備効果

広島県

岡山県

鳥取県

島根県

山口県

事業箇所

１．事業の必要性及び概要

２．事業箇所

３．令和３年度 予定事業内容

調査設計を推進します。

や な い

柳井・平生バイパスは交通混雑の解消及び交通安全の確保を

目的とした延長２．２ｋｍの道路です。

山口県柳井市南町５丁目～山口県熊毛郡平生町宇佐木
やない みなみまち くま げ ひら お ちょう うさなぎ

やない ひらお

ひらお

柳井・平生バイパス
延長2.2km

やない ひらお

平生町

至

岩
国

至 下松

柳井市

至 下松

至 岩国

至

柳
井
商
工
高
校

至

周
東
総
合
病
院

渋滞車両

写真① 交通混雑の状況

写真② 狭小区間における自転車走行状況

至岩国

至 下松

図 柳井・平生地域の救急搬送状況

凡例

柳井地区広域消防

組合管轄エリア

第二次救急医療施設

■幹線道路の交通混雑解消

○当該区間の整備により、第二次救急へのアクセス性

が向上し、救急医療活動を支援。

【平生町役場～周東総合病院の所要時間】

現況：９分 → 整備後：７分 （約２分短縮）
※H27全国道路・街路交通情勢調査の混雑時旅行速度より
整備後は、柳井・平生バイパス設計速度60km/hで算出

柳
井
市
南
町
５
丁
目

平
生
町
宇
佐
木

写真①
写真②

資料ｰ6

事業推進
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２．事業箇所

山口県萩市下田万～島根県益田市戸田町

３．令和３年度予定事業内容

山陰道 益田・田万川道路 事業費１００百万円
ますだ た ま が わ

新規着手

広島県

岡山県

鳥取県

島根県

山口県

事業箇所

１．事業の必要性及び概要

山陰道 益田・田万川道路は島根県・山口県の県境に

位置し、災害時等の代替路の確保及び、救急医療活動

の支援、物流の効率化を図ることを目的とした、延長７．

１ｋｍの自動車専用道路です。

ますだ た ま がわ

はぎ しも た ま ます だ と だ ちょう

調査設計に着手します。

写真① 線形不良箇所・益田市飯浦町付近

写真② 九州方面から浜田港への
木材の運搬状況・田万川トンネル付近

４．期待される整備効果

○国道１９１号は山口県萩市

と島根県益田市を最短で結

ぶが、平成２５年７月豪雨災

害時には二級河川田万川が

氾濫し大きな迂回が発生。

○益田・田万川道路の整備に

より、災害等による交通障害

や道路寸断時の広域迂回が

解消されます。

【萩市田万川支所～益田市役所の

国道１９１号通行止め時の所要時間 】

現況 約１１２分（迂回時）
→ 整備後 約２６分 （約８６分短縮） 【国道１９１号通行止め時の迂回】

写真③ H25年7月の冠水による通行止め
・萩市下田万付近

※H27道路・街路交通情勢調査の混雑時旅行速度を使用し、
益田市役所～萩市田万川支所間で算出
※整備後は、益田・田万川道路、益田西道路利用（80km/hで算出）

至 萩市

至 浜田市

田万川

整備後
約２４km
約２６分

迂回時
約８９km
約１１２分

はぎ

ますだ

た ま が わ

ま す だ た ま が わ

はぎ た ま が わ ますだ

資料ｰ7
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かせん

山陰道 大井・萩道路 事業費１００百万円
おおい

４．期待される整備効果

広島県

岡山県

鳥取県

島根県

山口県

事業箇所

１．事業の必要性及び概要

２．事業箇所

３．令和３年度予定事業内容

調査設計に着手します。

おおい はぎ はぎ

はぎ つばき はぎ おおい

写真① 越波による通行止め
・萩市大井門前付近

○災害時の交通障害や道路寸断による広域迂回が解消されます。

【萩市役所～阿武町役場の国道１９１号通行止め時の所要時間】

現況 約７８分（迂回時） → 整備後 約２１分 （約５７分短縮）

山口県萩市椿～萩市大井

はぎ

大井・萩道路 延長11.1km
おおい はぎ

（
終
）
山
口
県

萩
市
大
井

や
ま
ぐ
ち

は
ぎ

お
お
い

萩IC
はぎ

萩東IC
（仮称）

はぎひがし

大井IC
（仮称）

おおい

（
起
）
山
口
県
萩
市
椿

や
ま
ぐ
ち

は
ぎ

つ
ば
き

ま
す
だ

至

益
田
市

N

な
が
と

至

長
門
市

至 山口市
やまぐち

7,800台/
日

10,100台/日

11,600台/日

5,300台/日

19,400台/日

7,200台/日

1,400台/
日

8,700台/日

な
が
と

至

長
門
市

萩市
はぎ

10,200台/日
萩市役所

日本海

0km 2km1km

国道への飛石

R=45

写真② 事故による通行止め
・萩市椿東中小畑付近

写真①

【国道１９１号通行止め時の迂回】

凡 例

対象区間

高速道路

国道

県道

市境

一般都道府県道
写真③ 線形不良箇所

・萩市椿東中小畑付近

山陰道 大井・萩道路は、萩市中心部に位置し、災害時の代

替路の確保及び、救急医療活動の支援、広域的な交流連携を

図ることを目的とした、延長１１．１ｋｍの自動車専用道路です。

R=45

至 阿武町

急カーブで
大型車とすれ違い

※H27全国道路・街路交通情勢調査の混雑時旅行速度を使用し、
阿武町役場～萩市役所間で算出
※整備後は、大井・萩道路利用（80km/hで算出）

はぎ あぶ

新規着手

資料ｰ8
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かせん

山陰道 俵山・豊田道路
たわらやま

事業推進

４．期待される整備効果

１．事業の必要性及び概要

２．事業箇所

３．令和３年度 予定事業内容

用地買収、改良工事等を推進します。

と よ た

山陰道俵山・豊田道路は、一般国道４９１号や主要地方道下関長門線等の事前通行規制区間

の回避、広域観光連携の強化、第３次救急医療機関へのアクセス

改善を目的とした延長１３．９ｋｍの自動車専用道路です。

広島県

岡山県

鳥取県

島根県

山口県

事業箇所

山口県下関市豊田町八道～山口県長門市俵山小原
しものせき とよた ちょう や じ ながと たわらやまこばら

○俵山・豊田道路の整備によって、観光地間が

高速ネットワーク化され、九州から山口県北部への

観光交流人口の拡大が期待

※主要観光施設は下関市、長門市、萩市、美祢市、宇部市、山口市に
立地する観光施設のうち年間入込客数10万人以上のみプロット

※資料／山口県観光振興課調べ
（R1山口県観光客動態調査より）

▼九州方面から山口県への観光交流人口

たわらやま とよた

たわらやま とよた

事業費３，５１０百万円

写真① 金道地区施工状況

至 豊田IC（仮称）

至 長門湯本温泉IC

至 豊田IC（仮称）

至 長門湯本温泉ICR3.1撮影

R3.1撮影

写真② 八道地区施工状況
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事業推進１．事業の必要性及び概要

２．事業箇所

３．令和３年度 予定事業内容

木与防災は、国道191号の事前通行規制区間を回避し、緊急時の代替路を確保することを目的とした

延長5.1kmの道路です。

山口県阿武郡阿武町木与～阿武郡阿武町宇田 広島県

岡山県

鳥取県

島根県

山口県

事業箇所

４．期待される整備効果

かせん

一般国道１９１号 木与防災 事業費３，０３５百万円
きよ

あ ぶ

○国道１９１号の事前通行規制区間を
回避することにより、災害時の代替
路確保し、地域の安全安心を確保
します。

■地域の安心安全を確保

あ ぶ ちょう き よ あ ぶ あ ぶ ちょう う た

表１ 国道191号木与地区の災害等による
通行止め履歴（H18～R1）

発生
年度

件数 概要 全面通行止め時間

H21 1 事前通行規制 47時間（2.0日）

H22 1 土砂流出 153時間（6.4日）

H23 3 事前通行規制 187時間（7.8日）

H24 1 事前通行規制 9時間（0.4日）

H25 2 事前通行規制 35時間（1.5日）

H26 1 事前通行規制 16時間（0.7日）

合計 9 - 約447時間（約19日）
■産業を活性化

○木与防災を整備することにより、定時性、
確実性が確保でき、物流活動を支援します。

きよ

阿武町役場

至 下関市

至 広島市

萩市

萩市

阿武町

線形不良箇所（曲線・縦断）
通行止め箇所（H23-H26）

事前通行規制区間
（連続雨量200mm）

N

あ
ぶ

あ
ぶ
ち
ょ
う

き
よ

起
点

山
口
県
阿
武
郡
阿
武
町
木
与

あ
ぶ

あ
ぶ
ち
ょ
う

う
た

終
点

山
口
県
阿
武
郡
阿
武
町
宇
田

木与防災 延長5.1km
きよ

改良工事、トンネル工事等を推進します。

写真① 宇田地区施工状況

写真② 木与地区施工状況
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当該箇所は、近傍に勝間小学校が立地しており、交安法第３条に基づく通学路に指定されているが、

歩道が狭小のため、通学中の児童は非常に危険な状況となっています。

本事業は、事故ゼロプラン（事故危険区間重点解消作戦）の対象区間として、既設歩道を拡幅し、

歩行者が安全・安心に通行できる歩行空間の整備を行うものです。

広島県

岡山県

鳥取県

島根県

山口県

事業箇所

１．事業の必要性及び概要

かせん

一般国道２号 勝間地区歩道整備 事業費１５百万円
か つ ま

新規着手

２．事業箇所

山口県周南市呼坂

３．令和３年度予定事業内容

しゅうなん よびさか

調査設計に着手します。

写真①：歩道狭小の通学路

かつま

至
岩
国

至
下
関

至
岩
国至

下
関

資料ｰ11
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事業推進

４．期待される整備効果

広島県

岡山県

鳥取県

島根県

山口県

１．事業の必要性及び概要

２．事業箇所

山口県山陽小野田市東高泊～

山口県山陽小野田市西高泊

３．令和３年度予定事業内容

本体工事を推進します。

かせん

一般国道１９０号 日の出電線共同溝事業費５５５百万円
ひ の で

日の出電線共同溝は、電線共同溝を整備し無電柱化することで、安全で快適な歩行空間の確保

並びに災害時における緊急輸送道路の確保を図るとともに、良好な都市景観の形成に向けたまち

づくりの支援を目的とした事業です。

事業箇所

《整備の必要性（イメージ写真）》
〇道路上に設置されている電柱は、災害時の倒壊により道路を閉
塞させるおそれがあるほか、歩行者等の通行や良好な都市景観の
形成の妨げとなっています。

＜電柱の倒壊による道路閉塞の事例＞ ＜飛来物による電柱倒壊の事例＞ ＜歩行の支障となる電柱の事例＞

ひ の で

ひがしたかどまりさんよう お の だ

にしたかどまり

平面図 現況写真

さんよう お の だ
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下関北九州道路は、下関市、北九州市の都心部

を結び、循環型ネットワーク形成により、くらし、産

業・物流、観光、渋滞緩和など地域の一体的発展

に寄与するとともに、本州と九州の広域的な人流・

物流及び経済活動の活性化を支える大動脈、災害

時の代替路としての機能・役割を担う道路です。

令和３年度より、山口県及び福岡県等の関係自

治体と協力しつつ、都市計画・環境アセスメントを

進めるための調査に着手します。

かせん

下関北九州道路

○調査の概要

しものせききたきゅう しゅう

《位置図》

○当該地域の課題

しものせききたきゅうしゅう

■令和2年7月豪雨時では関門橋が通行止めとなり、関門トンネルに交通が集中し、周辺部が渋滞。

■関門トンネル・関門橋を利用する交通需要の約8割が広域交通(地域内外・通過交通) であり、通行止め

により約7万台/日に影響する可能性があり、地域のみならず広域交通にとっても課題。

＜令和2年7月の豪雨時の影響＞ ＜通行止めによる本州-九州間の

広域物流への影響＞

関門トンネル・関門橋を利用する
交通需要の約８割が広域交通

□関門トンネル・関門橋を利用する交通需要

資料：全国道路・街路交通情勢調査 自動車起終点調査（H27）

注1）全車で集計
注2）北九州市・下関市を地域内として集計

□通行止めの影響が全国に影響

九州-本州間の通行止めにより
約7万台/日に影響の可能性

資料：全国道路・街路交通情勢調査 自動車起終点調査（H27）

※海峡部の構造形式は橋梁

継続
しものせき きたきゅうしゅう

かんもん かんもん

かんもん かんもん
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トラック・バス渋滞ポイントにおける対策

１．事業の概要

２．主な事業箇所・事業内容

各県単位で、道路管理者、警察等か

ら構成される渋滞対策協議会において、

効果的な対策を検討・実施しています。

この渋滞対策協議会とトラックやバス

等の利用者団体が連携を強化し、利

用者の視点で渋滞箇所を特定した上

で、速効対策を実施する取り組みを全

国で推進します。

渋滞対策の推進体制

やすながきた

<<路面表示（導流路）の明示を予定 >>

国道２９号安長北交差点
（鳥取県鳥取市）

<<右折待ち待避スペース（ゼブラ帯）
の増設を予定>>

<<右折レーンの延伸を予定 >>

至 姫路市

至 国道９号

状況写真

なかよしだ

国道９号・１９１号中吉田交差点
（島根県益田市）

状況写真

至 広島市

至 萩市

国道２号手ノ際交差点
（岡山県浅口郡里庄町）

<<右折レーンの延伸を予定 >>

至 倉敷市 状況写真

てのきわ

状況写真

至 坂町

至 広島市街

国道３１号東部流通団地北口交差点
（広島県安芸郡海田町）

とうぶりゅうつうだんちきたぐち

国道２号錦見交差点
（山口県岩国市）

にしみ

<<停止線の前出し（交差点のコンパクト化）を予定 >>

状況写真

至 大竹市

至 玖珂ⅠC

右折レーンの延伸により、
直進車両の阻害を解消

右折待ち待避スペースの確
保により、直進車輌の阻害
を解消

右折レーンの延伸により、
直進車両の阻害を解消

路面表示（導流路）の明
示により、交差点内の交
通を円滑化

停止線の前出しにより、
交差点の全赤時間を短縮

至 福山市

至 下松市

資料ｰ14
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徳山下松港国際物流ターミナル整備事業
事業費３，６４０百万円

（うち、山口県 事業費１００百万円含む）

徳山下松港は、西日本に立地する火力発電所や鉄鋼、製紙、化学工業等で発電燃料に用いられる石

炭の輸入拠点として重要な役割を果たしており、平成23年5月には、国際バルク戦略港湾（石炭）に選定

される等、更なる発展が期待されています。

石炭を輸入する企業が利用する既存ターミナルは、大型船に対応しておらず、積荷調整による非効率

な輸送を余儀なくされています。このため、下松地区、徳山地区および新南陽地区において、大型船に

対応した岸壁等の整備を推進します。

山口県周南市、下松市

下松地区桟橋（水深19m）の本体工事等、徳山地区岸壁（水深14m）の本体工事、航路（水深14m）及

び航路・泊地（水深14m）の浚渫工事、新南陽地区岸壁（水深12m）の調査設計等を推進します。

本事業により、企業間連携による大型石炭運搬船を活用した共同輸送の進展への対応が可能とな
り、地域産業の安定・発展や国際競争力の強化が図られるとともに、西日本地域の石炭輸入拠点とな
ることにより、石炭の安定的かつ安価な輸送の実現や大規模災害時における物資輸送機能の維持に
寄与します。

しゅうなん く だ ま つ

新南陽地区

徳山地区

下松地区

岸壁（水深14m）（延伸）
（整備中）

航路・泊地（水深12m）

航路・泊地（水深14m）
（整備中）

航路（水深14m）
（整備中）

岸壁（水深12m）（延伸）
（整備中）

桟橋（水深19m）
（整備中）臨港道路

（整備中）

荷役機械
（整備中）

ふ頭用地
（整備中）

しんなんよう

とくやま

くだまつ

事業箇所

広島県

岡山県

鳥取県

島根県

山口県

と くやま くだまつ

４．期待される整備効果

１．事業の必要性及び概要

２．事業箇所

３．令和３年度予定事業内容

事業推進
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岩国市道を利用する
港湾関連車両

室の木地区至山口市

至広島市

国道2号線混雑状況

４．期待される整備効果

１．事業の必要性及び概要

２．事業箇所

山口県岩国市

３．令和３年度予定事業内容

臨港道路の橋梁下部・上部工事等を推進します。

岩国港臨港道路整備事業 事業費７６４百万円

本事業により、ふ頭間の臨港交通ネットワークの構築による物流効率化が図られ、背後企業の国
際競争力強化に寄与します。また、住宅地内の市道を通行していた港湾関連車両の通行ルートが
新たに確保されることにより、周辺の生活環境の改善に資することが期待されます。

いわくに

いわくに

事業箇所

広島県

岡山県

鳥取県

島根県

山口県

Ⅰ期
L＝1.2km

Ⅱ期
L＝0.4km

Ⅲ期
L＝1.3km

装束地区
室の木地区

至
広
島
市

臨港道路（供用中）
臨港道路（整備中）
国道２号
既設臨港道路
岩国市道
岩国港背後立地企業

新港地区

しょうぞく

しんみなと

むろのき

至山口市

臨港道路
（整備中）

臨港道路
（供用中）

事業推進

岩国港は、石油化学コンビナート等を有する工業港であるとともに、国際コンテナ貨物の取扱港として

地域経済を支える重要な役割を担う港です。

しかし、港内のふ頭間を結ぶアクセスルートがないため、港湾関連車両は混雑が激しい国道２号や住

宅地内の市道を通行し、非効率な輸送を余儀なくされています。

このため、港湾貨物の物流効率化や住宅地の生活環境の改善を図るため、臨港道路の整備を推進

します。
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泊地（水深12m）
（供用中）

航路（水深13m）
（整備中）

※水深11mで暫定供用中

泊地（水深13m）
（供用中）

事業箇所

広島県

岡山県

鳥取県

島根県

山口県

宇部港は、背後に集積する基礎素材型産業を支える工業港として重要な役割を担っており、平成23

年5月には、国際バルク戦略港湾（石炭）に選定される等、更なる発展が期待されています。

しかし、航路が水深11mで暫定供用となっているため、大型貨物船が満載で入港できず、効率的

な輸送への対応が課題となっています。

このため、大型貨物船による効率的な輸送に対応するため、水深13mの航路整備を推進します。

本事業により、大型貨物船の満載による効率的な輸送及び安全な航行が可能となり、物流コストの
削減により基礎素材型産業の国際競争力の維持・強化に寄与します。

山口県宇部市

航路（水深13ｍ）の浚渫工事を推進します。

本港地区

航路・泊地（水深13m）
（供用中）

う べ

ほんこう

宇部港航路・泊地整備事業
事業費１，０００百万円

う べ

４．期待される整備効果

１．事業の必要性及び概要

２．事業箇所

３．令和３年度予定事業内容

完成予定
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